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 Chapter 4では、DEAゲームの解概念について調べた結果、DEA minゲームは平衡ゲー
ムであり必ず非空のコアが存在することがわかる。さらに面白い性質として、如何なるス
















 さらに著者は、Chapter 5の最後において DEAゲームのアプリケーションとしての利用
手順を紹介する。特に著者は、問題解決ツールとして利用可能な計算ソフトを独自に開発
している。 








 Chapter 8で論文は締めくくられる。ゲーム理論が 1944年に誕生して以来、社会科学の
諸分野、中でもとりわけ経済学の分野において、多大な貢献を成してきたことは衆知の通
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本論文の Chapter 6と Chapter 7はケーススタディにあてられている。 
 Chapter 6では NATOの防衛費分担問題(burden sharing)というホットな案件を取り上



















(iii) 査読制を有する学術誌に掲載が予定されていること（Omega (International Journal 
of Management Science)に採択済み ） 
  
よって理論および政策分析の双方において博士論文にふさわしい学問的業績であると考
7 
 
える。審査委員会は、本論文の査読及び発表会での報告と質疑応答のすべてに鑑みて、博
士（政策研究）の学位を授与することが妥当であると結論する。 
